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お知 せら
個
人
積
算
線
量
計
︵
D
―
シ
ャ
ト
ル
︶

外
部
被
ば
く
線
量
測
定

　

市
は
︑
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら

外
部
被
ば
く
線
量
値
を
把
握
で
き

る
よ
う
平
成
23
年
度
か
ら
継
続
的

に
個
人
積
算
線
量
計
を
用
い
た
測

定
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

今
年
度
も
﹁
D
︱
シ
ャ
ト
ル
﹂

に
よ
る
測
定
を
実
施
し
ま
す
︒

　

身
近
な
生
活
空
間
の
外
部
被
ば

く
線
量
を
確
認
す
る
た
め
に
も
︑

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

●
対
象
者　

測
定
を
希
望
す
る
市

内
在
住
の
全
市
民

※
保
育
・
幼
稚
園
児
お
よ
び
小
中

　

学
生
に
は
︑
各
園
お
よ
び
各
学

　

校
を
通
し
て
︑
申
込
用
紙
を
配

　

付
し
て
い
ま
す
︒

●
測
定
期
間　

2
週
間

●
申
込
期
限　

令
和
2
年
1
月
末

●
測
定
結
果　

測
定
結
果
分
析
終

了
後
に
郵
送
し
ま
す
︒

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

放
射

能
対
策
室
（
☎
37
２
２
７
０
）

皆
さ
ん
受
け
ま
し
ょ
う

【
D
︱
シ
ャ
ト
ル
の
特
徴
】

▽
測
定
期
間
が
2
週
間
と
短
い
。

▽
1
時
間
毎
の
被
ば
く
量
を
確
認

で
き
る
。

▽
測
定
期
間
中
の
行
動
記
録
と
測

定
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
日

常
生
活
で
の
行
動
の
線
量
の
違
い

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
部
・
内
部
被
ば
く
線
量

　
　

測
定
結
果
を
送
付
し
ま
す

　

市
は
︑
平
成
30
年
度
に
外
部
被

ば
く
線
量
測
定
（
Ｄ
︱
シ
ャ
ト

ル
）
ま
た
は
内
部
被
ば
く
線
量

測
定
（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
）
を
受
診
し
た
市
民
の
方
へ
︑

受
診
者
の
放
射
線
量
測
定
（
平
成

23
年
度
～
平
成
30
年
度
）
の
結
果

を
取
り
ま
と
め
た
﹁
外
部
・
内
部

被
ば
く
線
量
測
定
の
結
果
﹂
を
送

付
し
ま
す
︒

　

こ
れ
は
相
馬
市
民
や
福
島
県
民

と
い
う
だ
け
で
︑
根
拠
の
な
い
思

い
込
み
や
偏
見
で
差
別
を
受
け
な

い
よ
う
に
作
成
し
た
も
の
な
の
で
︑

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

な
お
︑測
定
後（
平
成
30
年
度
）

相
馬
市
か
ら
転
出
さ
れ
た
方
は
送

付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
︒

●
問
い
合
わ
せ
先　

放
射
能
対
策

室
（
☎
37
２
２
７
０
）

サンプル

6 月は環境月間です
　6 月 5 日は「環境の日」、6 月の 1 カ月間は「環境月間」です。
　本市の恵み豊かな環境とかけがえのない美しい自然を保全し、市民一
人一人が環境汚染の防止や環境保護、再生可能エネルギーの活用などを
心がけ、環境にやさしい相馬市づくりに努めましょう。

●問い合わせ先　生活環境課（☎ 37-2143）

D －シャトル
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Ｑ　

私
が
5
年
前
に
相
続
し
た

　

土
地
に
は
両
親
が
利
用
し
て

　

い
た
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
土
地
の
登
記
内
容
を
確

　

認
し
た
の
で
す
が
、
地
目
が

　
「
山
林
」
と
な
っ
て
い
ま
し

　

た
。
建
物
が
あ
る
土
地
の
地

　

目
は
「
宅
地
」
で
は
な
い
の

　

で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ　

質
問
の
場
合
は
︑
山
林
と

　

し
て
利
用
し
て
い
た
土
地
を

　

切
り
開
き
︑
建
物
を
建
築
し

　

た
事
案
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　
　

土
地
の
利
用
方
法（
地
目
）

　

を
変
更
し
た
場
合
に
は
︑
そ

　

の
土
地
の
所
有
者
は
︑
そ
の

　

変
更
内
容
を
法
務
局
へ
報
告

　

す
る
（
地
目
変
更
登
記
の
申

　

請
）
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　
　

今
回
の
事
案
で
は
︑
建
物

　

が
建
築
さ
れ
て
か
ら
現
在
に

　

至
る
ま
で
︑
地
目
変
更
登
記

　

の
申
請
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

　

と
に
よ
り
︑﹁
山
林
﹂
と
い

　

う
地
目
が
変
更
さ
れ
て
い
な

　

い
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒

　
　

こ
の
登
記
の
申
請
人
は
︑

　

こ
の
土
地
の
現
在
の
所
有
者

　

に
限
ら
れ
る
で
︑
今
回
の
質

　

問
者
が
相
続
し
た
土
地
で
あ

　

れ
ば
︑
質
問
者
自
身
が
申
請

　

人
と
な
り
ま
す
︒

　
　

な
お
︑
一
筆
の
土
地
の
一

　

部
分
の
み
に
つ
い
て
利
用
方

　

法
を
変
更
し
た
場
合
に
は
︑

　

土
地
一
部
地
目
変
更
・
分
筆

　

登
記
を
申
請
す
る
こ
と
に
な

　

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
︒

　　

次
回
は
︑
第
9
回
﹁
親
か
ら

相
続
し
た
土
地
︑
お
隣
と
の
境

界
が
わ
か
ら
な
い
﹂
を
テ
ー
マ

に
紹
介
し
ま
す
︒

　

不
明
な
点
は
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
７
８

２
９
）

▽
福
島
地
方
法
務
局
（
☎
０
２

４
︱
５
３
４
︱
２
０
４
５
）

解
説　
　
　
　
　

相
続
登
記

　

こ
こ
で
は
、
相
続
登
記
を
行
わ
な
い
こ
と
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
な
ど
を
、
全
10
回
に
分
け
て
掲

載
し
ま
す
。

第
8
回　

親
か
ら
相
続
し
た
土
地
に
建
物
が
建
っ
て

い
る
の
に
︑
地
目
が
山
林
？

こ
こ
ま
で
の
相
談
場
所
・
問
い

合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
（
☎

37
２
１
４
４
）

生
活
困
り
ご
と
相
談

　

経
済
的
な
困
り
ご
と
な
ど
︑
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
︒

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
︑
年
末
年

始
を
除
く
）︑
8
時
30
分
～
17
時
︑

生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
は
ま
な

す
館
）
内　

☎
36
２
０
１
５
）

市
民
相
談

●
日
時

　毎
日
（
土
︑
日
︑
祝
日

を
除
く
）
8
時
30
分
～
17
時

交
通
事
故
相
談

●
日
時

①
6
月
6
日
（
木
）

②
6
月
13
日
（
木
）

9
時
～
17
時

多
重
債
務
相
談

●
日
時

　毎
日
（
土
︑
日
︑
祝
日

を
除
く
）
8
時
30
分
～
17
時

　

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

東
日
本
大
震
災

無
料
困
り
ご
と
相
談
・

法
律
相
談
会

　

震
災
に
よ
り
︑
法
律
問
題
や
税

金
問
題
で
お
悩
み
の
方
︑
そ
の
ほ

か
生
活
全
般
の
困
り
ご
と
が
あ
る

方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
︒
ど
ん
な
相
談
で
も
構
い

ま
せ
ん
︒

　

ど
う
ぞ
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
︒

●
日
時　

平
日　

13
時
～
17
時

※
曜
日
に
よ
っ
て
相
談
員
・
相
談

　

時
間
が
変
わ
り
ま
す
の
で
︑
左

　

記
の
相
談
員
の
項
目
で
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
︒

●
相
談
員　

福
島
県
弁
護
士
会
︑

相
馬
市
四
団
体
協
議
会
（
司
法
書

士
会
・
税
理
士
会
・
行
政
書
士
会
・

土
地
家
屋
調
査
士
会
）︑
福
島
県

社
会
保
険
労
務
士
会

▽
弁
護
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
︑
多
重
債
務
︑
離
婚
︑

相
続
問
題
︑
労
働
問
題
︑
金
銭
ト

ラ
ブ
ル

月
・
木
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
司
法
書
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
相
続
手
続
き
︑

売
買
︑
贈
与
︑
登
記
︑
会
社
︑
法

人
設
立
︑
変
更
登
記

火
・
水
・
金
曜
日　

13
時
～
16
時

▽
税
理
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
所
得
税
︑
相
続

　

日
常
生
活
の
悩
み
な
ど
︑
法
律

的
な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行

い
ま
す
︒

　

希
望
す
る
方
は
生
活
環
境
課
ま

で
予
約
く
だ
さ
い
︒

●
日
時　

①
6
月
11
日
（
火
）

10
時
～
12
時

消
費
生
活
相
談

　

訪
問
販
売
・
商
品
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
︒

●
日
時　

毎
日
（
土
︑
日
︑
祝
日

を
除
く
）
8
時
30
分
～
17
時

税
︑
贈
与
税
︑
法
人
税

金
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
行
政
書
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
農
地
転
用
許
可

申
請
︑
そ
の
他
官
公
庁
許
認
可
申

請月
曜
日　

13
時
～
15
時

▽
土
地
家
屋
調
査
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
分
筆
︑
測
量
︑

土
地
建
物
の
調
査

水
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
社
会
保
険
労
務
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
雇
用
保
険
︑
労

災
保
険
︑
健
康
保
険
︑
休
業
手
当
︑

解
雇
︑
年
金
問
題

木
曜
日　

13
時
～
15
時

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談
会

●
日
時

①
6
月
5
日
（
水
）

②
6
月
19
日
（
水
）

13
時
～
16
時
30
分
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お知 せら

※診療時間は 9:00 ～ 16:00

休日の当番歯科医

休日の当番医

献血に協力を
月　日 時　間 場　　所

6 月 16 日（日）

10：00 ～ 12：00 オリエンタルモーター（株）

13：30 ～ 16：30 エイトタウン相馬

7 月 10 日（水） 10：00 ～ 16：30 市民会館駐車場

6 月の行事予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5 月 15 日現在）

月日 行事名 時間 場所

6 月 1 日（土） 白石洋子オカリナファミリー
第 7 回ファミリーコンサート 13:30 市民会館

6 月 16 日（日） 相馬宇多郷神楽舞（春） 8:00 大雷神社

6 月 16 日（日） 福島県立相馬東高等学校 
第 16 回定期演奏会 13:30 市民会館

6 月 23 日（日） NHK 公開復興サポート 明日へ in 相
馬 「明日へつなげるコンサート」 16:10 市民会館

※採血は医師の診断の上、行います。

※診療時間は 9:00 ～ 16:00
※救急医療病院は公立相馬総合病院（☎ 36-5101）
　　　　　　　　相馬中央病院　  　（☎ 36-6611）

大阪府出身。平成 17 年弁護
士登録。大阪の法律事務所で
4 年勤務後、日本弁護士連合
会などの支援で設置された公
設事務所（秋田県大館市）
に所長として赴任（6 年間）。
平成 28 年 4 月より現職（福
島県弁護士会会員）。

エッセー

法律あれこれ

弁護士 小津充人

罪
刑
法
定
主
義
と
選
挙

企画政策部　参事

　

ま
た
よ
く
わ
か
ら
な
い
話
を
始

め
た
よ
︙
と
感
じ
る
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
︑
い
つ
も
の
よ

う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

　

さ
て
︑
罪
刑
法
定
主
義
と
い
う

の
は
︑
ど
の
よ
う
な
行
為
が
犯
罪

に
な
り
︑
犯
罪
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
刑
罰
を
科
す
か
に
つ
い
て
法

律
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
原
則
で
す
︒
日
本
国
憲
法
で

は
︑﹁
何
人
も
︑
法
律
の
定
め
る

手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
︑
そ
の
生

命
若
し
く
は
自
由
を
奪
は
れ
︑
又

は
そ
の
他
の
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な

い
︒﹂（
31
条
）
と
の
規
定
に
含
意

さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
︒

刑
罰
は
︑
犯
罪
行
為
に
対
す
る
制

裁
や
施
設
内
教
育
の
意
味
で
︑
人

間
社
会
を
維
持
す
る
上
で
必
要
で

す
が
︑
公
権
力
に
よ
る
︑
個
人
の

権
利
・
自
由
に
対
す
る
重
大
な
制

約
の
側
面
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
た

め
︑
刑
罰
を
定
め
る
に
は
民
主
的

機
関
で
あ
る
国
会
の
判
断
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

そ
し
て
︑
こ
の
（
国
会
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
）
刑
罰
を
科
す
か
否

か
の
判
断
は
司
法
権
（
裁
判
所
）

に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
点
に
関
連
し
︑
近
時
︑
性

犯
罪
事
件
で
い
く
つ
か
の
無
罪
判

決
が
あ
り
︑
こ
れ
に
対
し
て
世
間

の
批
判
が
噴
出
し
ま
し
た
（
事
案

や
批
判
の
詳
細
は
省
略
し
ま
す
）︒

職
権
行
使
の
独
立
が
保
障
さ
れ
る

裁
判
所
の
判
決
に
対
す
る
批
判
も

表
現
の
自
由
と
し
て
保
障
さ
れ
ま

す
︒
選
挙
で
選
ば
れ
る
わ
け
で
は

な
い
裁
判
官
（
裁
判
所
）
に
対
し

て
︑
国
民
の
声
を
届
け
︑
適
正
な

司
法
権
の
行
使
を
求
め
る
意
味
で

（
法
的
な
効
果
は
な
く
︑
あ
く
ま

で
事
実
上
の
も
の
で
す
が
）
大
切

な
作
業
で
す
︒
と
は
い
え
︑
批
判

は
適
切
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

個
人
が
抱
く
違
和
感
は
︑
そ
れ
自

体
意
思
決
定
の
た
め
の
大
切
な
要

素
で
す
が
︑
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
違

和
感
を
覚
え
た
の
か
︑
そ
の
理
由

を
︑
違
和
感
を
外
部
に
表
現
す
る

前
に
︑
相
手
方
の
立
場
や
事
情
に

も
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
整
理
す
る

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
︒

　

違
和
感
を
覚
え
る
判
決
の
中
に

は
︑
個
別
の
裁
判
官
の
資
質
や
︑

個
別
の
判
断
過
程
の
誤
り
な
ど
を

指
摘
す
べ
き
も
の
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
た
だ
︑
裁
判
所

が
無
罪
判
決
を
す
る
際
に
は
︑
詳

細
な
検
討
と
相
当
の
覚
悟
を
も
っ

て
行
い
ま
す
︒
そ
の
覚
悟
は
︑
社

会
か
ら
の
批
判
を
予
想
し
な
が
ら

も
︑
処
罰
の
限
界
線
を
守
る
覚
悟

で
す
︒
処
罰
の
限
界
線
は
︑
国
家

権
力
に
よ
る
恣
意
（
し
い
）
的
な

処
罰
か
ら
国
民
を
守
る
た
め
に
民

主
的
機
関
で
あ
る
国
会
が
法
律
で

定
め
た
も
の
だ
か
ら
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
判
断
に

向
け
ら
れ
た
批
判
は
︑
本
質
的
に

は
︑
刑
罰
規
定
を
改
め
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
批
判
で
あ
り
︑
必
要

な
改
正
を
行
わ
な
い
国
会
や
国
会

議
員
に
対
す
る
批
判
で
す
︒
た

だ
︑
本
当
は
︑
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
︑
そ
の
よ
う
な
国
会
議
員
を
選

び
続
け
て
い
る
我
々
国
民
自
身
を

非
難
す
べ
き
と
も
言
え
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
︒

6 月 2 日（ 日 ) 原田歯科医院 中 村 字 北 町  35-2557

6 月 9 日（ 日 ) くまがみ歯科医院 南相馬市原町区  25-3443

6 月 16 日（日 ) 門馬歯科医院 中 村 字 北 町  36-4182

6 月 23 日（日 ) 小林歯科医院 南相馬市原町区  23-2727

6 月 30 日（日 ) 山下歯科医院 原 釜 字 大 津  38-6497

6 月 2 日（ 日 ) 早川医院 中 村 字 泉 町  37-3500

6 月 9 日（ 日 ) やまぐち小児科医院 中 村 一 丁 目  37-8815

6 月 16 日（日 ) 桜ヶ丘さいとう整形外科 中 村 字 桜 ヶ 丘  35-1333

6 月 23 日（日 ) わたなべ胃腸内科 大 曲 字 大 毛 内  26-5061

6 月 30 日（日 ) すぎやまこどもクリニック 大 曲 字 大 毛 内  26-5111
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ＢＲＯＮＺＥ　道心
“被災地復興応援ライブ
　in相馬　セカンドライブ”

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
は
︑
本
人
確
認
の

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
︑
住
民
票
や
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の

取
得
︑
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
自
宅
で

の
電
子
申
請
手
続
き
に
利
用
で
き

ま
す
︒

【
郵
送
で
の
申
請
方
法
】

①
﹁
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
﹂
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る

　
﹁
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
﹂
は
︑
平
成
27
年
10
月
こ
ろ
に

通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
住
民
票
の

住
所
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
い

ま
す
︒
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

参
考
に
︑
必
要
事
項
を
記
入
く
だ

さ
い
︒

※
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
︑
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
︒

②
写
真
を
貼
る

▽
サ
イ
ズ
（
縦
4
・
5
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
3
・
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

▽
最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の

▽
正
面
︑
無
帽
︑
無
背
景
の
も
の

▽
裏
面
に
氏
名
︑
生
年
月
日
を
記
入

③
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
す
る

　

交
付
申
請
書
を
封
筒
に
入
れ
て

次
の
送
付
先
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
︒

　

な
お
︑
封
筒
（
切
手
不
要
）
は
︑

﹁
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総

合
サ
イ
ト
﹂
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

い
た
だ
く
か
︑
市
民
課
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
︒

《
送
付
先
》

〒
２
１
９
︱
８
７
３
２　

日
本
郵

便
株
式
会
社　

川
崎
東
郵
便
局　

郵
便
私
書
箱
第
２
号　

地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構　

個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
受
付
セ

ン
タ
ー

④
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

市
民
課
か
ら
﹁
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
﹂
を
送
付
し
ま
す
︒

　

通
知
書
を
確
認
の
上
︑
市
民
課

に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
交
付
手
続
き
に
は
時
間
が
か
か

　

り
ま
す
の
で
︑
事
前
の
電
話
予

　

約
を
お
願
い
し
ま
す
︒

●
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
（
☎

37
２
１
３
８
）

　マイナンバーカードで、
各種証明書がコンビニなどで取得できます　

●取得できる証明書の種類
▽住民票の写し（本人、本人と同一世帯の方、世帯
全員）
▽印鑑登録証明書（本人のみ）
▽戸籍全部・個人事項証明書（本人記載のある除籍
されていないもの）
▽戸籍の附票の写し
▽所得・課税証明書（本人、本人と同一世帯の方）
▽所得証明書（本人、本人と同一世帯の方）
●手数料　１通 200 円（戸籍全部・個人事項証明書
は１通 450 円）
●利用できるコンビニ店舗など
▽セブン - イレブン▽ローソン▽ファミリーマート
▽ミニストップ▽相馬郵便局

●利用できる時間など
▽ 6 時 30 分～ 23 時（土日・祝日も利用できます。）
※相馬郵便局は営業日の 9 時～ 16 時。
※年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）は、サービ
　スが停止します。
※システムやネットワークの保守・点検などのため、
　サービスが停止することがあります。
※個人番号カードに登載されている「利用者証明用
　電子証明書」が有効になっていることが必要です。
※住民基本台帳カードでは、「住民票の写し」、「印
　鑑登録証明書」のみ取得できます。その他の証明
　書を取得するには、個人番号カード（マイナンバー
　カード）が必要です。
●問い合わせ先　市民課（☎ 37-2138）

貝は種類によって捨て方が変わります

●問い合わせ先　生活環境課（☎ 37-2143）

　「アサリ」、「シジミ」などの小さい貝殻は『燃やすごみ』で、「ホッキ貝」
などの大きい貝は『燃やさないごみ』です。また、悪臭の原因となりますので、
貝柱などの身を取り除いてきれいに洗い、乾かしてから出しましょう。
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お知 せら
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

は
︑
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

の
活
動
を
行
う
行
政
区
や
子
ど
も

会
な
ど
の
団
体
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
︒

　

奨
励
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団

体
は
︑
次
に
よ
り
申
請
く
だ
さ
い
︒

●
奨
励
金
の
額　

事
業
費
の
2
分

の
1
以
内
で
︑
上
限
が
10
万
円
︒

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な

　

り
ま
す
︒

●
対
象
活
動　

子
ど
も
の
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
（
活
動
例
＝
餅

つ
き
大
会
︑
親
子
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
）

●
提
出
書
類　

▽
交
付
申
請
書

▽
事
業
計
画
書

▽
事
業
予
算
書

※
申
請
書
は
生
涯
学
習
課
窓
口
︑

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

●
申
請
期
限　

6
月
28
日
（
金
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
）（
☎
37
２

１
８
７
）

「児童手当現況届」
提出期限は 6 月 28 日

　令和元年 6 月 1 日現在、児童手当を受けている
方は、更新の手続き（現況届）が必要です。現況
届とは、その年の 6 月 1 日現在の状況を記載し提
出いただき、引き続き受給できるか確認するもの
です。
　6 月中に市役所から「現況届」の用紙を送付しま
す。届きましたら、必要事項を記入の上、指定の
書類を添付して、各窓口へ提出ください。この届
けを提出しないと令和元年 6 月分以降の手当は受
給できなくなりますので、必ず提出ください。

●提出期限　6 月 28 日（金）
●提出場所　▽社会福祉課
　　　　　　▽磯部・山上・玉野の各出張所
●問い合わせ先　社会福祉課児童家庭係
　　　　　　　　（☎ 37-2204）

　

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
は
︑
就
労
に
向
け
て
の
各
種
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
︒

　

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
︒　

　

詳
細
は
︑
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
︒

　

職
場
体
験
実
習
﹁
大
人
の
イ

　

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
﹂
説
明
会

　

就
職
活
動
に
一
歩
が
踏
み
出
せ

ず
不
安
な
方
な
ど
へ
︑
県
内

480
以

上
の
登
録
事
業
所
の
中
か
ら
興
味

の
あ
る
仕
事
の
体
験
実
習
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
︒

　

求
人
票
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

職
場
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
の

で
︑
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
︒

●
日
時　

6
月
12
日
（
水
）
9
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
馬

●
内
容　

１
人
15
分
程
度
の
個
別

説
明
会

※
申
し
込
み
不
要　
　
　

　
︻
企
業
向
け
︼
雇
用
に
係
る

　

支
援
制
度
研
修
会
及
び
助
成

　

金
活
用
術
セ
ミ
ナ
ー

　

　

　

雇
用
に
係
る
支
援
制
度
の
特
徴

や
改
正
点
を
学
ぶ
研
修
会
と
︑
実

務
上
の
成
功
・
失
敗
事
例
を
も
と

に
そ
の
活
用
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

を
同
時
開
催
し
ま
す
︒

●
日
時　

6
月
27
日
（
木
）
10
時

～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク　

原
町
フ
ロ
ー
ラ
（
南
相
馬
市
原
町

区
高
見
町
２
︱
３
０
︱
６
）

●
定
員　

80
人　

●
申
込
期
限　

6
月
24
日
（
月
）

　
︻
企
業
申
込
型
︼︻
個
人
申
込

　

型
︼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

能
力
講
座

　

人
と
の
関
わ
り
方
︑
信
頼
関
係

の
築
き
方
を
実
践
的
に
学
べ
る
講

座
で
す
︒

　

顧
客
満
足
度
の
向
上
や
新
た
な

自
分
の
強
み
の
発
見
に
役
立
ち
ま

す
︒　

●
日
時　

7
月
16
日
（
火
）
13
時

～
16
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク　

原
町
フ
ロ
ー
ラ

●
定
員　

100
人

●
申
込
期
限　

▽
企
業
向
け　

７
月
２
日
（
火
）

▽
個
人
向
け　

７
月
９
日
（
火
）

　
︻
企
業
申
込
型
︼︻
個
人
申
込

　

型
︼
事
故
由
来
廃
棄
物
等
特

　

別
教
育
講
習

　

除
染
で
出
た
除
去
土
壌
や
汚
染

廃
棄
物
な
ど
の
処
分
業
務
に
従
事

す
る
際
に
必
要
な
教
育
で
す
︒

　

事
故
由
来
廃
棄
物
等
処
分
業
務

特
別
教
育
規
程
に
基
づ
く
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
︑
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
︒
初
心
者
に
も
分
か

り
や
す
い
講
習
で
1
日
で
取
得
で

き
ま
す
︒

●
日
時

　７
月
17
日
（
水
）
９
時

～
17
時

●
場
所

　か
し
ま
交
流
セ
ン
タ
ー

（
南
相
馬
市
鹿
島
区
横
手
字
川
原

１
８
６
︱
１
）

●
定
員

　60
人
程
度

●
申
込
期
限

▽
企
業
向
け　

７
月
３
日
（
水
）

▽
個
人
向
け　

７
月
10
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
広
域
雇

用
促
進
支
援
協
議
会　

南
相
馬
窓

口
（
南
相
馬
市
役
所
商
工
労
政
課

内
）（
☎
26
７
６
９
０
︑
フ
ァ
ク

ス
26
７
６
９
５
）

各
種
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
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ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
状
況

　

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
寄
付
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

市
は
︑
ふ
る
さ
と
納
税
取
扱
要

綱
を
定
め
︑
各
種
施
策
の
基
金
を

管
理
・
運
用
し
て
い
ま
す
︒

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
︑
寄
付

者
の
意
向
を
受
け
て
下
記
の
と
お

り
活
用
し
て
い
ま
す
︒

　

今
後
も
各
種
施
策
に
大
切
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
︒

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課

（
☎
37
２
１
３
２
）

年度 件数（件） 金額（円）

平成 20 ～ 26 年度 1,592 961,033,751

平成 27 年度 351 48,864,420

平成 28 年度 272 34,567,084

平成 29 年度 232 28,305,560

平成 30 年度 206 23,234,813

合計 2,653 1,096,005,628

●寄付金の件数と金額

項目 具体的な事業名 使用した金額（円）

福祉の向上に関すること 放課後児童クラブ整備事業（飯豊小学校） 27,922,222
人材の育成に関すること 相馬市奨学資金貸与事業 3,680,000

教育復興子育てに関すること

24,088,047
学力向上を目的とした学校提案型事業などの支援
（ICT 機器の導入など） 13,535,131

被災中学校 ICT 機器導入事業 183,168
エル・システマ事業（子どもたちの「音楽による生
きる力」を育む事業） 4,000,000

教育長認定創意工夫支援事業 6,369,748
高齢者などへの生活支援に関するこ
と 井戸端長屋在宅高齢者配食サービス事業 1,193,300

その他市長が必要と認めること
（復旧・復興事業など）

19,459,345
観光振興事業（相馬野馬追） 617,000
プレミアム商品券事業 12,967,500
被災者健康診断支援事業 611,515

高齢者熱中症対策事業 2,023,000
生活保護世帯熱中症対策事業 2,840,330
中心市街地活性化事業（SOMA 音フェス） 400,000

合　　　　　計 76,342,914

●平成 30年度に活用した事業内容と金額（3月 31日現在）

﹁
少
年
の
主
張
﹂
相
馬
大
会

　

青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
は
︑

中
学
生
が
日
常
生
活
で
感
じ
て
い

る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
主

張
す
る
こ
と
で
︑
広
く
社
会
に
目

を
向
け
る
機
会
を
提
供
し
︑
ま
た
︑

青
少
年
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
﹁
少
年
の

主
張
﹂
相
馬
大
会
を
開
催
し
ま
す
︒

　

ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の

で
︑
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

●
日
時　

7
月
3
日
（
水
）
13
時

20
分

●
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
内
容　

市
内
中
学
校
の
代
表
生

徒
12
人
の
意
見
発
表

●
問
い
合
わ
せ
先　

市
青
少
年
健

全
育
成
市
民
会
議
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
）（
☎
37
２
１
８
７
）

　こころの相談会を
開催します　

　県精神保健福祉センターは、精神科医師による思春期の
こころの問題やギャンブルなどの依存に関する悩みの相談
会を行います。
　秘密は厳守しますので、気軽に利用ください。

●日時　▽ 6月 13日（木）▽ 7月 11日（木）、25日（木）
▽ 8月 22日（木）▽ 9月 12日（木）13 時～ 16 時
●場所　県精神保健福祉センター（福島市御山町 8-30）
●相談料　無料
●留意事項　相談日の３日前までに電話での予約が必要。
※カウンセリングなどの治療は行っていません。
●問い合わせ先　県精神保健福祉センター
　　　　　　　　（☎ 024-535-3556）
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お知 せら

病
気
・
災
害
・
自
死
遺
児
な
ど
の

た
め
の
奨
学
生
募
集

　

あ
し
な
が
育
英
会
は
︑
保
護
者

な
ど
が
病
気
や
災
害
（
道
路
に
お

け
る
交
通
事
故
を
除
く
）︑
自
死

（
自
殺
）
な
ど
で
死
亡
︑
ま
た
は

そ
れ
ら
が
原
因
で
著
し
い
後
遺
障

が
い
の
た
め
に
働
け
な
く
な
っ
た

家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
奨
学
金
を

貸
与
し
て
進
学
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
︒
奨
学
金
は
﹁
無
利
子
貸
与

+
給
付
﹂
型
で
︑
卒
業
後
20
年
以

内
に
返
済
と
な
り
ま
す
︒

【
高
校
奨
学
生
（
在
学
生
）】

●
奨
学
金
月
額

▽
国
公
立
高
校
・
高
専
＝
4
万
５

千
円
（
う
ち
貸
与
2
万
５
千
円
・

給
付
2
万
円
）

▽
私
立
高
校
・
高
専
＝
5
万
円（
う

ち
貸
与
３
万
円
・
給
付
２
万
円
）

●
申
請
期
限　

▽
二
次
＝
９
月
30
日
（
月
）

▽
三
次
＝
12
月
15
日
（
日
）

【
高
校
奨
学
生

　（中
学
３
年
生
予
約
募
集
）】

●
奨
学
金
月
額　

▽
国
公
立
高
校
・
高
専
＝
4
万
５

千
円
（
う
ち
貸
与
２
万
５
千
円
・

給
付
２
万
円
）

▽
私
立
高
校
・
高
専
＝
5
万
円（
う

ち
貸
与
３
万
円
・
給
付
２
万
円
）

●
申
請
期
限

　

▽
一
次
＝
７
月
31
日
（
水
）

▽
二
次
＝
12
月
15
日
（
日
）

▽
三
次
＝
令
和
2
年
２
月
29
日

（
土
）

※
私
立
高
校
入
学
一
時
金
制
度
あ　

り
＝
30
万
円

【
専
門
学
校
奨
学
生

（
高
校
３
年
生
予
約
募
集
）】

●
奨
学
金
月
額　

7
万
円
（
う
ち

貸
与
４
万
円
・
給
付
３
万
円
）

●
申
請
期
限　

9
月
20
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

あ
し
な
が
育

英
会
奨
学
課
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︱
７
７
︱
８
５
６

５
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://
w

w
w

.ashinaga.org

不
妊
・
不
育
治
療
費

　
　
　
　
　
　
　

市
独
自
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
は
︑
不
妊
・
不
育
治
療
を
受

け
た
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
︑
検
査
や
治
療
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

﹁
相
馬
市
不
妊
・
不
育
治
療
費
助

成
事
業
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

●
対
象
者　

申
請
日
現
在
で
︑
申

請
者
が
次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満

た
し
て
い
る
こ
と

▽
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
こ

と▽
当
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と

▽
医
療
保
険
各
法
の
被
保
険
者
ま

た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

▽
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
助
成
対
象
の
治
療
内
容　

◎
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
の

不
妊
治
療
（
保
険
適
用
外
）
で
次

の
も
の

▽
一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）

▽
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）

◎
不
育
治
療

●
助
成
金
額　

１
．
一
般
不
妊
治
療
費　

一
年
度

以
内
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
）
の

治
療
に
要
し
た
助
成
対
象
経
費
の

合
計
額
︒

２
．
特
定
不
妊
治
療
費　

一
回
の

治
療
に
要
し
た
助
成
対
象
経
費
か

ら
県
が
実
施
す
る
特
定
不
妊
治
療

に
か
か
る
費
用
の
助
成
事
業
に
よ

る
助
成
額
を
控
除
し
た
額
︒

３
．
不
育
治
療
費　

一
治
療
期
間

に
要
し
た
助
成
対
象
経
費
か
ら
高

額
療
養
費
お
よ
び
保
険
者
か
ら
の

付
加
給
付
︑
な
ら
び
に
県
が
実
施

す
る
不
育
治
療
に
か
か
る
費
用
の

助
成
制
度
に
よ
る
助
成
額
を
控
除

し
た
額
︒

※
１
～
３
の
い
ず
れ
も
︑
当
該
額

　

が
10
万
円
を
超
え
る
場
合
は
︑

　

助
成
額
は
10
万
円
で
す
︒

※
算
出
さ
れ
た
助
成
金
の
額
に
千

　

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

　

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
ま

　

す
︒

●
助
成
回
数

▽
第
１
回
目
の
申
請
の
治
療
開
始

日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
40
歳
に

満
た
な
い
場
合
＝
治
療
内
容
ご
と

に
通
算
の
申
請
が
6
回
ま
で

▽
第
１
回
目
の
申
請
の
治
療
開
始

日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
40
歳
以

上
の
場
合
＝
治
療
内
容
ご
と
に
通

算
の
申
請
が
3
回
ま
で

●
申
請
方
法

▽
一
般
不
妊
治
療
は
︑
一
年
度
以

内
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
）
の
治

療
に
要
し
た
助
成
対
象
経
費
の
合

計
額
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

▽
特
定
不
妊
治
療
お
よ
び
不
育
治

療
は
︑
１
回
の
治
療
ご
と
の
申
請

と
な
り
ま
す
︒
治
療
が
終
了
し
た

日（
県
の
助
成
を
受
け
た
場
合
は
︑

県
の
交
付
決
定
日
）
か
ら
２
カ
月

以
内
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
︒

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
35
４
４
７
７
）

◎
詳
細
は
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
︒

相馬市公式ツイッターです。

随時、市からのお知らせをお伝えし

ています。

soma_city＠

ホームページ
はこちらから

↓
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接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

市
は
︑
高
齢
者
の
肺
炎
の
予
防

や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
﹁
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
﹂
の
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

●
対
象
者　

▽
今
年
度
65
歳
︑
70
歳
︑
75
歳
︑

80
歳
︑
85
歳
︑
90
歳
︑
95
歳
と
な

る
方
お
よ
び

100
歳
以
上
の
方

※
対
象
者
に
は
4
月
上
旬
に
接
種

　

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
︒

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
︑

心
臓
︑
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方

※
希
望
す
る
方
は
︑
接
種
時
に
必

　

要
と
な
る
書
類
を
送
付
し
ま
す

　

の
で
︑
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

●
接
種
期
間　

令
和
2
年
3
月
31

日
（
火
）
ま
で

●
接
種
回
数

　1
回

●
自
己
負
担
額

　
　

▽
２
︑
７
０
０
円

※
9
月
診
察
分
ま
で

▽
２
︑
７
５
０
円

※
10
月
診
察
分
以
降

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

●
留
意
事
項　

過
去
に
︑
肺
炎
球

菌
の
予
防
接
種
を
１
度
で
も
受
け

た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
︒

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
︒

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
35
４
４
７
７
）

●
応
募
資
格　

保
護
者
な
ど
が
自

動
車
や
バ
イ
ク
事
故
な
ど
︑
道
路

に
お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡
あ
る

い
は
︑
重
い
後
遺
障
が
い
の
た
め

に
働
け
ず
︑
経
済
的
に
修
学
が
困

難
な
生
徒
・
学
生

【
高
校
・
高
専
奨
学
生
】

▽
奨
学
金
月
額　

2
～
4
万
円

●
募
集
期
限　
　
　

▽
在
学
募
集　

令
和
2
年
1
月
31

日
（
金
）

▽
第
１
次
予
約
募
集　

8
月
31
日

（
土
）

▽
第
2
次
予
約
募
集　

令
和
2
年

1
月
31
日
（
金
）

【
大
学
・
短
大
奨
学
生
】

▽
奨
学
金
月
額　

4
～
6
万
円

●
募
集
期
限　
　
　

▽
在
学
募
集　

10
月
31
日
（
木
）

▽
第
1
次
予
約
募
集　

8
月
31
日

（
土
）

▽
第
2
次
予
約
募
集　

令
和
2
年

1
月
31
日
（
金
）

【
大
学
院
奨
学
生
】

▽
奨
学
金
月
額　

5
～
10
万
円

●
募
集
期
限

▽
在
学
募
集　

10
月
31
日
（
木
）

▽
第
1
次
予
約
募
集　

8
月
31
日

（
土
）

▽
第
2
次
予
約
募
集　

令
和
2
年

1
月
31
日
（
金
）

【
専
修
学
校
・
各
種
学
校
奨
学
生
】

▽
奨
学
金
月
額　

2
～
6
万
円

●
募
集
期
限

▽
在
学
募
集　

10
月
31
日
（
木
）

▽
第
1
次
予
約
募
集　

8
月
31
日

（
土
）

▽
第
2
次
予
約
募
集　

令
和
2
年

1
月
31
日
（
金
）

※
希
望
者
に
は
入
学
一
時
金
︑
進

　

学
準
備
金
の
貸
与
も
行
っ
て
い

　

ま
す
︒

※
奨
学
金
の
利
息
は
無
利
子
で
︑

　

貸
与
期
間
終
了
後
20
年
以
内
に

　

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

※
学
生
寮
が
東
京
︑
大
阪
︑
神
戸
︑

　

京
都
に
あ
り
ま
す
︒

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
益

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
（
☎

０
１
２
０
︱
５
２
１
︱
２
８
６
）

  

交
通
遺
児

       

奨
学
生
を
募
集    

　

市
民
の
体
力
向
上
︑
健
康
増
進
︑

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し

て
︑
３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
︒

●
日
時　

７
月
６
日
（
土
）

▽
集
合　

８
時

▽
開
会
式　

８
時
15
分

▽
試
合
開
始　

８
時
30
分

●
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ

う
ま　

●
参
加
資
格　

▽
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
方
で
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

▽
市
内
に
通
勤
し
て
い
る
方
が
指

導
し
︑
そ
の
指
導
を
受
け
て
い
る

方
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
個
人
の
申
し
込
み
は
不
可

※
代
表
者
は
︑
必
ず
成
人
の
責
任

　

者
も
し
く
は
保
護
者

●
参
加
費　

無
料

●
チ
ー
ム
人
数　

３
～
５
人

●
種
目　

▽
小
学
生
低
学
年
の
部
（
４
年
生

以
下
）

▽
小
学
生
の
部
（
５
︑
６
年
生
）

▽
中
学
生
の
部

▽
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

▽
シ
ニ
ア
の
部
（
35
歳
以
上
）

※
各
男
女
別
（
小
学
生
低
学
年
は

　

除
く
）

相
馬
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

※
小
学
生
低
学
年
は
︑
混
成
チ
ー

　

ム
で
も
参
加
可
能

●
競
技
時
間　

▽
小
学
生
︑
シ
ニ
ア
＝
ハ
ー
フ
６

分
（
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
１
分
）　

▽
中
学
生
以
上
＝
ハ
ー
フ
８
分

（
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
２
分
）

●
競
技
人
数　

出
場
選
手
１
チ
ー

ム
３
人
（
控
え
選
手
２
人
ま
で
）

で
競
技

●
申
込
期
限　

６
月
28
日
（
金
）

17
時

●
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
︒

※
申
込
用
紙
は
︑
生
涯
学
習
課
お

　

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う

　

ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
︒

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
生
涯
学
習
課
（
☎
37
２
２
７
８
︑

フ
ァ
ク
ス
37
２
６
１
７
）　

▽
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま

※
申
し
込
み
の
み
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生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
︑
今

よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か
す
こ
と

が
効
果
的
で
す
︒

　

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ
マ

時
間
に
で
き
︑
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
を
解
消
で
き
る
﹁
な
が
ら
﹂
体

操
を
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
︒

●
日
時　

▽
7
月
2
日
（
火
）
▽

7
月
23
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

40
歳
～
74
歳
の
方

●
内
容　

健
康
運
動
指
導
士
の
指

導
に
よ
る
家
庭
で
で
き
る
運
動

●
持
参
物　

▽
タ
オ
ル
▽
シ
ュ
ー

ズ
▽
水
分
補
給
用
の
水
ま
た
は
お

茶
▽
筆
記
用
具

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
く

　

だ
さ
い
︒

●
募
集
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
︒

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

 

６
月
28
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
35
４
４
７
７
）

参加しませんか？
LET'S
「ながら」体操 

相
馬
福
島
道
路
現
場
見
学
会

●
日
時　

6
月
29
日
（
土
）
9
時

40
分
～
12
時

●
集
合
場
所　

市
民
会
館
駐
車
場

●
見
学
場
所　

相
馬
福
島
道
路
工

事
現
場
な
ど

●
対
象　

市
内
に
在
住
の
方

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
︒

●
定
員　

25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
︒

塩
手
山
ト
ン
ネ
ル
や
高
架
橋
工
事
現
場
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
参
加
費　

無
料

●
服
装　

▽
動
き
や
す
い
服
装
▽
長
靴

●
持
参
物　

▽
軍
手
▽
飲
み
物

※
雨
天
の
場
合
は
雨
具
も
持
参
く

　

だ
さ
い
︒

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯

学
習
課
（
☎
37
２
１
８
７
）

０
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

～
さ
あ
乗
り
物
の
歌
で
世
界
一
周
だ
！
～

　

０
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
︑

南
相
馬
市
出
身
の
サ
ッ
ク
ス
奏

者
・
完
戸
吉
由
希
が
招
集
し
た
関

東
で
活
躍
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
乳
幼
児
や
小
学
生
向

け
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
︒
イ
ン
ト

ロ
ク
イ
ズ
や
体
を
動
か
す
曲
が
あ

り
︑
お
子
さ
ん
が
退
屈
し
な
い
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

親
子
で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
の
で
︑
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
︒

●
日
時　

7
月
13
日
（
土
）

●
開
演　

10
時
30
分
（
終
演
11
時

30
分
こ
ろ
）

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
は
ま
な
す
館
）

●
出
演
者

完
戸
吉
由
希
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル

ト
サ
ッ
ク
ス
）
ほ
か
7
人

●
入
場
料　

無
料

※
要
整
理
券

●
整
理
券
配
布
先　

▽
生
涯
学
習
課
（
☎
37
２
１
８
７
）

▽
図
書
館
（
☎
37
２
６
３
０
）

▽
市
民
会
館
（
☎
35
２
４
２
６
）

※
会
場
内
に
育
児
ス
ペ
ー
ス

　

を
設
け
て
い
ま
す
︒

※
車
の
方
は
︑
乗
り
合
わ
せ
て
来　

　

場
く
だ
さ
い
︒

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

（
☎
37
２
１
８
７
）

　

市
教
育
委
員
会
は
︑
福
島
県
相

双
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟

と
の
共
催
に
よ
り
ボ
ク
シ
ン
グ
・

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
を
開
催
し
ま

す
︒

　

運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
解
消
を

し
た
い
方
や
女
性
に
も
︑
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
感
覚
で
誰
も
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
ボ
ク
シ
ン
グ
・
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
体
験
く
だ
さ
い
︒

●
日
時　

７
月
5
日
（
金
）
〜
８

月
2
日
（
金
）
19
時
～
20
時
30
分

（
毎
週
金
曜
日
の
4
回
）

※
7
月
19
日
は
除
く
︒

●
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ

う
ま

●
講
師　

福
島
県
相
双
ア
マ
チ
ュ

ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
指
導
員

●
定
員　

50
人
程
度

※
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
︒

●
参
加
費　

2
︑
5
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料
︒

●
申
込
期
限　

７
月
２
日
（
火
）

●
申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込
書

に
記
入
の
上
︑
生
涯
学
習
課
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

※
参
加
申
込
書
は
︑
生
涯
学
習
課

　

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ

　

う
ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
︒

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
︒

●
問
い
合
わ
せ
先

　生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎

37
２
２
７
８
）

そ
う
ま
音
楽
夢
工
房
第
64
回
演
奏
会

ボ
ク
シ
ン
グ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

労働保険年度更新
　令和元年度の労働保険の年度更新申告期限
は次のとおりです。

●申告期限　7月 10日（水）

　事業主の方は、期限までに最寄りの銀行、
郵便局、労働基準監督署、福島労働局で手続
きください。
　なお、労働保険の年度更新は電子申請を、
労働保険料などの納付は口座振替を利用くだ
さい。
●問い合わせ先　福島労働局総務部労働保険
徴収室（☎ 024-536-4607）

事業主のみなさんへ
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相
馬
宇
多
郷
の
神
楽
舞

　

相
馬
宇
多
郷
の
神
楽
は
旧
宇
多

郷
の
各
村
に
伝
承
さ
れ
︑
平
成
4

年
に
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
︒

　

現
在
︑
市
神
楽
保
存
会
に
20
団

体
が
加
盟
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
︒

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

【
日
時
・
内
容
】

●
6
月
15
日
（
土
）
宵
祭
り

▽
19
時　

神
事

▽
19
時
30
分
こ
ろ　

神
楽
舞
（
御

手
神
楽
台
敬
神
会
に
よ
る
奉
納
）

●
6
月
16
日
（
日
）
本
祭
り

▽
8
時　

神
事

▽
8
時
30
分
こ
ろ　

神
楽
舞
（
多

数
の
団
体
に
よ
る
奉
納
）

●
場
所　

大
雷
神
社
境
内
（
坪
田

統計調査員を

募集しています
　市は、統計調査員として、国が実施す
る統計調査の業務に従事いただける方を
募集しています。
　統計調査に関心を持たれた方は、気軽
に問い合わせください。

●主な仕事
国勢調査（5 年ごと）、経済センサス基礎
調査（5 年ごと）、全国家計構造調査（5
年ごと）、農林業センサス（5 年ごと）、
工業統計調査（毎年）など

◎統計調査員が集めたデータは、国や自
治体などの施策に反映されますので、非
常にやりがいのある仕事です。

●問い合わせ先　
企画政策課情報統計係（☎ 37-2218）

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂

第
３
回
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
出
場
者
募
集
！

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
相
馬

市
推
進
委
員
会
は
︑
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
や

少
年
少
女
の
健
全
育
成
を
目
的

に
︑
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
す
︒

　

チ
ー
ム
で
も
個
人
で
も
出
場
で

き
ま
す
︒
こ
の
機
会
に
自
慢
の
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

●
日
時　

6
月
30
日
（
日
）
14
時

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
は
ま
な
す
館
）

●
内
容　

さ
ま
ざ
ま
ジ
ャ
ン
ル
の

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
︒

●
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
︒

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

保

護
司
会
相
馬
支
部　

担
当
＝

荒
（
☎
０
８
０
︱
5
2
2
0
︱

6
2
9
8
）

字
宮
東
３
︱
２
）　

●
内
容

　本
祭
り
で
は
︑
市
神
楽

保
存
会
加
盟
の
団
体
多
数
が
神
楽

舞
を
奉
納
（
昨
年
は
9
団
体
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

涼
ケ
岡
八
幡

神
社
内
大
雷
神
社
社
務
所
（
☎
36

４
３
４
２
）

　

市
は
︑
結
婚
50
周
年
の
夫
婦
を

祝
う
﹁
金
婚
を
祝
う
会
﹂
を
開
催

し
ま
す
︒
参
加
を
希
望
す
る
方
は

市
役
所
健
康
福
祉
課
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
︒

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し

今
年
結
婚
50
年
を
迎
え
る
夫
婦

（
昭
和
44
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
夫

婦
）
ま
た
は
︑
昭
和
43
年
以
前
に

結
婚
さ
れ
た
夫
婦
で
こ
れ
ま
で
の

﹁
金
婚
を
祝
う
会
﹂
に
申
し
込
み

を
さ
れ
な
か
っ
た
夫
婦
︒

※
市
の
﹁
金
婚
を
祝
う
会
﹂
と
併

　

せ
て
福
島
民
報
社
と
県
老
人
ク

　

ラ
ブ
連
合
会
が
実
施
す
る
﹁
し

　

あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
﹂
を
行

　

い
ま
す
︒
記
念
品
が
贈
ら
れ
る

　

と
と
も
に
︑
福
島
民
報
新
聞
の

　

金
婚
夫
婦
特
集
記
事
に
夫
婦
の

　

氏
名
が
掲
載
さ
れ
ま
す
︒

●
日
時　

9
月
27
日
（
金
）
11
時

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
は
ま
な
す
館
）

●
申
込
期
限　

7
月
31
日
（
水
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
37
２
１

７
４
）

結
婚
50
周
年

金
婚
を
祝
う
会

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

　

予
測
さ
れ
る
気
象
変
化
（
異
常

気
象
）
や
地
球
温
暖
化
の
影
響
な

ど
を
学
び
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
︒

　

参
加
費
は
無
料
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
︒

そ
う
ま
市
民
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

7
月
7
日
（
日
）
10
時

～
12
時

●
場
所

　市
民
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル●
講
師　

渡
邊
明 

氏
（
福
島
大

学
名
誉
教
授
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯

学
習
課
（
☎
37
２
１
８
７
）

参
加
者
募
集
！
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わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
イ
ベ
ン
ト

6
月
環
境
月
間
～
か
ん
た

ん
！
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
～

　

6
月
の
環
境
月
間
に
ち
な
み
︑

時
短
と
節
水
に
注
目
し
て
簡
単
な

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
︒

●
日
時　

6
月
23
日
（
日
）

▽
フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
で
き
る

簡
単
ナ
ポ
リ
タ
ン
・
簡
単
プ
リ
ン

①
9
時
30
分
～
11
時
②
11
時
30
分

～
13
時

▽
ス
イ
ー
ツ
2
点　
　
　
　
　
　

③
14
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
ふ
れ

あ
い
キ
ッ
チ
ン

※
試
食
は
多
目
的
ホ
ー
ル
に
な
り

　

ま
す
︒

※
メ
ニ
ュ
ー
は
予
告
な
く
変
更
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

※
新
地
発
電
所
の
環
境
対
策
も
紹

　

介
し
ま
す
︒

●
定
員

　各
回
20
人（
合
計
60
人
）

●
参
加
対
象　

3
歳
以
上
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
ペ
ア
（
2
人
1

組
）

●
講
師　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド　

ス

タ
ッ
フ

●
参
加
費　

1
組

500
円

●
持
参
物　

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
髪
を

束
ね
る
も
の
（
三
角
巾
や
ヘ
ア
ゴ

ム
な
ど
）

●
募
集
方
法

　次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
応
募
く
だ
さ
い
︒

▽
フ
ァ
ク
ス
62
５
９
８
８　

▽
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
わ
く

わ
く
ラ
ン
ド
窓
口
）

※
電
話
申
し
込
み
不
可

●
申
し
込
み
事
項　

①
保
護
者
氏
名
・
年
齢

②
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年
齢

③
郵
便
番
号

④
住
所

⑤
電
話
番
号

⑥
希
望
時
間
帯

※
1
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
︑
子

　

ど
も
1
人
に
︑
保
護
者
1
人
ま

　

で
応
募
可
能
で
す
︒

※
記
入
事
項
に
漏
れ
が
あ
っ
た
場

　

合
は
無
効
と
し
ま
す
︒　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　

り
︑
締
切
後
一
週
間
を
目
安
に

　

当
選
者
の
み
に
案
内
状
を
郵
送

　

し
ま
す
︒

※
個
人
情
報
は
厳
正
か
つ
適
正
に

　

管
理
し
︑
本
イ
ベ
ン
ト
以
外
の

　

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
︒

●
申
込
期
限　

6
月
9
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　相
馬
共
同
火

力
発
電
㈱
新
地
発
電
所
内
わ
く
わ

く
ラ
ン
ド（
☎
62
４
７
２
２
︑フ
ァ

ク
ス
62
５
９
８
８
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.som
akyoka.co.jp

※
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
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水道メーター交換に
協力ください

　水道企業団は、利用者の方が設置し
ている水道メーターを、有効期間（８
年間）の満了を迎えるころまでに無料
で交換しています。
　なお、メーター交換には水道企業団
が委託した指定給水装置工事事業者が
伺いますので、協力願います。

●交換期間　12 月まで
●問い合わせ先　
相馬地方広域水道企業団　総務課収納
係（☎ 35-6702）

相馬福島道路の工事状況をお知らせします。
今回は、相馬西道路の相馬 IC 付近と荒屋舗
地区盛土部の状況です。（５月現在）

相馬福島道路
―  復興支援道路  ―

◎進捗状況は、相馬市役所 2 階にも掲示しています。
◎磐城国道事務所のホームページ (http://www.thr.mlit.go.jp/iwaki/) でもご覧いただけます。
●問い合わせ先　国土交通省東北地方整備局磐城国道事務所　相馬出張所（☎ 35-1145）

相馬 IC 料金所付近の切土作業を進めています

相馬 IC 料金所付近 荒屋舗地区盛土部

本線盛土（市道今田中野線切替部）に着手しました

相馬 IC 料金所

●
●

相馬 IC付近
荒屋舗地区盛土部

市道今田中野線
（交通切替後）

今田高架橋


